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1．　は じめ に

　19 世紀 ， 世界の 中心地 は ヨ
ー

ロ ッ パ （Europe ） で あ っ た 。 20世紀 は
， 米 国

をは じめ とす る 北米 （North　America）が 世界の 中心地 で あ っ た
。 同様に

，
21

世紀 は 東北 ア ジ ア （North　East　Asia）が 世界の 中心 地 に な る と予想 され る

（McRAE 　1994
，
245−250）。

　こ う した予測 は
， す で に 国際社会 に お い て 著名な英 国の 言論人 マ ッ ク レ ア

（HAMISH 　McRAE ）の 著書 ， 『2020 年の 世界 ：権 力 ， 文化そ して 繁栄 （The

World 　in　2020 ： power ，
　culture 　and 　prosperity ）』 に 詳 し く叙述 され て い る

（McRAE 　l994
，
9−10）。 しか し

，
こ の 著作は そ の 副題 とは異な っ て

， 経済発展 的

次元 か ら未来 を予測す る ため
， 若干 口 惜 しい 感 は 残る 。

　未来 を正 し く予測 す る ため に は
， あ る民族国家 とその 領有圏域 が ， 時の 世界

の 中心地 とな る まで の 歴 史や 民族 の 同質性 を よ く理解 し， 宗教 ， 文化 ， そ して

当代の 産業発 展へ の 市場 拡大 要求 に伴う民族 とその 領有 圏域 の 指導者の 対応性

等を十分に 理解す る必要が あ る。

ll． 欧州共同体の 歴 史的背景
一

ロ
ー

マ 帝国 （Roman 　Empire）

　紀元前 （B．C，）27年の ア ウ グ ス トゥ ス （Augustus）皇帝 か ら
， 紀元 （A．D ．）

476年 の ゼ ノ （Zeno）皇 帝 に至 る まで の 500 余年の 間 に 出現 した 人 類 史上 最 も

強大な国家 は ロ ー マ 帝 国で あ っ た と言 え る 。
こ の 国家 は

， 今の 西 ヨ ー ロ ッ パ は
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当然 の こ となが ら
，

ア フ リカ や ア ジ ア の 一
部 まで を も占有 した こ とが あ っ た

。

　 1） 皇帝権力の 所在 ：

　わ れ わ れ は
， 古代 ロ

ー
マ 帝 国の 膨大 さに 驚 きを覚え る 。 しか し，

2000年 も

の 昔に ， あれ ほ どまで に 広大 な帝国をどの よ うに して 建設する こ とが で き， ま

た 500余年 とい う長 い 歳 月 の 間 ， そ の 継続的な統治が い か に して 可能で あ っ た

の か とい うこ とにつ い て
，
21世紀を生 きる人類は 驚異 を感 じない で は い られな

い o

　 ロ ー
マ 帝国 の 統 治原理 は

，
21世紀の 知識人 をい っ そ う驚 か せ る もの で あ る 。

そ の 第
一

原 理 は
，

ロ
ー

マ 帝国の 首班 と して の 皇帝権力が ど こか ら きたの か とい

う問題 で あ る
。 封建時代 よ りは る か長期に わた っ て 続い た古代 ロ ー マ 皇帝の 権

力 は
， 国民 （People）に 基 礎 を置 くもの と言 わ れ る 。

　そ して
，

い くら強大 な権力 を所有 した ロ ー
マ 皇帝 とは い っ て も ， また彼が国

家の 代 表 と して 存在 した とは い っ て も， その 皇帝権力が 国家利益 の ため に しか

行使され ない もの とな っ て い た とい うこ とは
， 注 目に 値す る 。

　第二 の 原理 と して
， 国家元 首の 公私区別 の 問題 が ある 。 国家元 首が公 私を区

別す る とい うこ と
， すなわ ち皇帝が管理責任 を負う国庫 と

， 皇帝が私 的 に所有

す る個 人財産 は
， 明白に 区別 され て い た とい うこ とで あ る 。 財産 の 公私 を区別

す る とい うこ の 精神 は
， 相当期 間に わ た っ て 持続的に強調 され て きた 。 しか し ，

カエ サ ル （Gaius　Julius　Caesar，
100 −44　B．C）皇帝の 時代 に至 っ て

， 不幸 に も皇

帝の 公私 を区別 す る精神は 消え て しまっ た の で あ る （McRAE 　1994
，
　12−13）。

　2） 統治構造 の特徴 ：

　ロ ー
マ 帝国の 統治構造 の 中心 に は 皇帝 （Emperor ）が い た 。 そ の 皇帝 に は行

政執行権の み な らず ，
立 法権 （Legislative　FunctioIl） まで与 えられ て い た 。 し

か し
， 多くの 執行機能は

， 首席長官で あ る執政提督 （Praetorian　prefect） に 委

任 され て い た 。

　こ の 首席 長官で あ る執政 提督 は
， 現韓国の 国務総理 と同様 の 位置 に あ っ た 。
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あ る 時期 に は こ の 執政 提督の 権限が 非常 に肥大化 した ため ， ア ウ グス トゥ ス 皇

帝の 統治時に は執政 副提督制 度 を設置 して ， 執政提 督 の 権限 を牽制 しよ うと し

た こ と もあ っ た 。

　長期 に わ た る改革の 過程 を経 た後 ，
ロ

ー
マ 帝国の 中央政府 （首都） は

，
コ ン

ス タ ン テ ィ ノ ー プル （Constantinople［現 トル コ の イス タ ン ブ ー ル ］）に移動 し

た 。

　3）　ロ
ー

マ 帝 国の キ リス ト教化 ：

　そ の 後 ， キ リス ト者を激 し く迫害 した ロ
ー

マ 帝国が ， キ リス ト教信仰 を認め

る よ うに な っ た 。 そ して
， 38  （A ．D ．）年に は ， キ リス ト教 が 国教 に 指定 され

た 。

　さ ら に ，
ロ

ー
マ 皇帝は 391年 に全 て の 異教 神殿 を閉鎖 し ， その 儀式 を禁止 し

た 。 「わ れ わ れ の 意向は
，

ロ ーマ 帝 国の 支配 下 に あ る全 て の 国民 が ， 使徒ペ テ

ロ の 伝道 した 宗教の 礼拝 を さ さげる こ と に あ る」 と宣布 され た 。 そ の 後 ， 多 く

の 市民 た ちは キ リス ト教 へ と改宗 した 。

　こ う して ， 五 匿紀初頭 には ロ ー マ 人 口 の 過半数 をキ リス ト教の 信徒が 占め る

よ うに な っ た と コ リ ン ズ は述べ る （Collins，　Michael，
　and 　Matthew 　A ．　Price

1999
，
59）。 そ こ で

， 伝道す る 者 た ち （Evangelist）は先 を 争 っ て福音 を伝播 し
，

諸処 に 教会を設 立 した の で あ る 。

　4） ロ ー マ 帝国の 崩壊 と封建社会 ：

　五 世 紀 にわ た っ て 確保 され た その 広大 な領土 ， 整然 と した機構 ， 洗練 され た

行政組織 ，
ロ ーマ 法 の 繊細 な理 論等は

， 結果 と して 地球上 か ら消 え去 り，
や が

て ば らば ら とな っ て 封建的諸国家の 散在を もた らす こ と とな っ た 。

　地 球上 の どの 国 も敢 えて 対決す る こ とな どで きなか っ た ロ
ー

マ 帝国で は あ っ

たが
，

こ の よ うな古代 の 超強大国家が 滅びたの は ど うして で あ ろ うか 。 歴 史家

た ちに よ れ ば， そ の 理 由 も様々 で あ る 。 しか し
， 私見 に よれ ば

，
ロ

ー
マ 帝国は

経 済的基礎 を立 て る こ とに 失敗 した こ とに そ の 理 由が ある 。
ロ ー マ 帝国が拡大
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する に つ れ て
，

ロ ー
マ の 経済的繁栄 は 他国 の 財 産の 略奪 を可能 と し， 自己維持

的経済成長 （Self　sustained 　economic 　growth） を継続す る こ とが 出来な くな っ

たの で ある 。 その た め
，

ロ ー
マ 帝 国の 拡大が 止 ま る や 否や ， 帝国経済の 拡張も

同様 に 停止 したの で ある 。

　ロ ーマ 帝国後期 の 社会構成 に 目を向 ける と
， 非常 に多 くの 非生 産的構成員が

，

ご く少数の 生産勤労者に よ っ て 扶養 され て い た こ とが 知 られ る 。 生 産階級 の 人

ロが減少す る
一

方で ， 軍隊の 兵力規模は 三 世紀以 来 ，
二 倍 ほ どに 増加 し

， 官僚

もや は り増 員の
一

途をた ど っ て い た 。 貧 富の 格差 は 深刻 とな り
， 特権階級 は 道

徳 的腐敗 や堕 落に陥 り
，

一
般市民は パ ン とサ

ー カ ス に 心 を奪わ れ
，

ロ ーマ が滅

びつ つ ある事実 をす ら意識で きなか っ た 。

　考えて み る と
， 後期 ロ ー

マ 帝 国が滅 亡 しつ つ あ っ た当時
，

ロ ー
マ 人 口 の 50％

以上 は キ リス ト教化 され
， また 「キ リス ト教帝 国」 とな っ て い た

。 そ の 当時の

教会 とその 指導者たち ， また志あ る信 徒 た ちは
， そ の 時い っ た い 何 を して い た

の だ ろ うか 。 こ の 問題 に 関す る文献 は 多い
。 しか し

，
こ の 問い に 対 して 納得の

い く答えを探 し出す こ とは 困難で ある 。

lll． 封建 国家 （The　Feudal　State
，
8 − 14世紀）

　 ヨ
ー

ロ ッ パ を中心 とす る ロ
ー

マ 帝国の 滅亡 と共に ，
ロ ー

マ 法に対する概念や

複雑な行政組織 もな くな っ て し まっ た 。 そ の た め
，

ロ ー
マ 帝国滅亡後の 数世紀

の 問 ，

一
貫性 と統一

性 を有す る法 な らび に行 政体制 は
， か つ て の ロ

ー
マ 時代 に

あ っ た か す か な記憶 の 他
， 何 も残 らな か っ た

。

　こ の 中世暗黒時代の 特徴の
一

つ は
，

ロ ー
マ 帝国の 成文法の 代わ りに現 れ た口

頭法 （Oral　law）で あ っ た 。 封建社 会 に お い て は
， 組織化 され た行政 よ りは 自

助 の た め の 協 同が そ の 特徴で ある 。 封 建時代 の 官吏は
， 君主 の 従臣で あ る と同

時 に
， 君 主 とそ の 従 臣た ち を外部 の 侵害か ら保 護 しなけれ ば な らな い とい う義

務が あ っ た 。

　封 建時代の 官吏は
， 国家の ため に で は な く， 君主 の た め に 忠誠 を誓い

， 行政

に従 事 しな けれ ば な ら なか っ た 。 の み な らず ， 君主 の 公 私 の 区別 に つ い て も ，
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こ の 時代 は ロ ー
マ 帝国 の 初期皇帝 ア ウ グ ス トゥ ス の よ うに はな され なか っ た 。

つ ま り， 官吏は君 主の 私 的 な下僕 で あ り， 国家の 財 産 も君主の そ れ と別段 こ れ

とい っ た 区別 は され な か っ た の で ある （Chapman 　1959
，
13）。

　い く世紀 に もわた っ て 封建国家を体験 した ヨ ー ロ ッ パ や 日本で は ， 地方自治

の 時代 を迎 え た今 日 ， 封 建 国家 の 残 した遺 産が 地域社 会の 開発 に 必 要 な協同精

神や愛郷心 に寄与 して い る とい うこ とは興味深 い もの で ある 。

lV． 近代国家 （16世紀
一 18世紀）登場の歴史的背景

　1） 統
一 された総合市場 と執権的統

一 国 家形成につ い ての 自覚 ：

　封建時代末期 にお い て は
， 商 品生産の 発 展が 交通 手段 の 発達 を促 し

，
こ の 両

者 ， す なわ ち商 品生 産 と交通手段 の 発達が相互 因果的な 関係 とな り，統
一

され

た総合市場の 形成 とい う方向へ 社会的欲求 を発生 させ る よ うに促 した 。
こ うし

た社会 的欲 求の 発生 に よ っ て
， 封建 国家の 小 領域 に お ける 国家経済は必 然的に

打破 され
， 執権 的統 一 国家 の 形 成 に関す る 自覚 もされ な い わ けに は い か な くな

っ た。

　2） 専 制君主 国家 と して の近 代 国 家成立 の特徴 ：

　近代国家は専制君主 を頂点 とす る統
一

的執権制 と して 成立 した 。

そ の 特徴 は
，

　第
一

に ， 政治構成の 原理 面 にお い て
，

統一 的執権制が 成立 した とい う点 ，

　第二 に ， 社会構成 の 原理 面 に お い て ， 既述 の ように ， 同質 なる民族社会の 形

成 とい う点 を見 る こ とが で きた とい うこ と
，

　第三 の 特徴 は
， 通貨経 済の 発 達 で あ り，

　第四 に は
， 新 しい 中産階級の 形成で あ っ た 。

　専制君主 な らび に新 し く形成 され た 中産 階級 は 共 に ， 封 建制度 とい うもの が

そ の 発展 に 障害 となる こ と を意識 す る よ うに な っ た 。 そ こ で 専制君主 と中産階

級層 は 同盟 し て
， 封 建時代 以来 引 き継 い で 来 た貴族上 流 階級 を政府官僚職か ら

追 い 出 し ， そ の ポ ス トを中産 階級出 身者が 占め る よ うに した （Chapman 　1959
，
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15）D

　 こ こ よ り，
16世紀か ら18世紀 に か けて 登場 した 近代 国家 と近代 官僚 制 の 根

源 を見い 出す こ とに なる 。

　3） 啓蒙思想 （Enlightenment） と宗教改革 ：

　啓蒙思想 は
， 権威や 慣習 に よ っ て 支配 きれ た 旧時代の 思 想 を打破 し ， 新 しい

知識 と思考様式 を
一

般民衆に 普及させ る こ とで ， 社会を改 革 しよ うとす る思想

で あ り， 運動で あ る 。 そ れ は 市民革命前後の 近代社 会成長期 ， す なわ ち 17世紀

後半か ら18世紀 にか けて ヨ
ー ロ ッ パ に起 こ っ た時代的思潮 を指 し示 す 。

　英 国 の ロ ッ ク （John 　Locke
，
1632 −1704 ），

フ ラ ン ス の モ ン テ ス キ ュ
ー

（Montesquieu，1689 −1755 ）， ドイツ の カ ン ト （lmmanuel 　Kant ，1724 −1804 ）等

は， ヨ ー ロ ッ パ の 近代 国家が 志 向す る新 しい 時代 思潮 を提 示 した代 表的人物 た

ちで あ る 。

　 ヨ ー ロ ッ パ にお ける 宗教改 革は
，

こ れ に先立 っ て 起 こ っ た 。 ル タ ー （Martin

Luther
，
1483−1546）や カ ル ヴ ァ ン （John　Calvin

，
1509−1564）等 は

，
こ の 時代 の

宗教改革の 代表的人物た ちで ある 。
ル タ ー が 世 に提案 した政 策は ， 数え きれ な

い ほ どに 多い
。 例 えば

， 商人 た ちに よ る無責任 な行為 ， 経 済的不正 ， 不公正 な

商行為や 労働 行為 は 共々 に 政府が 規制すべ きで あ る とい うこ と を提案 した の は

ル タ
ー

で あ っ た （日本基督教 団 2000
，
366−381）。

　カ ル ヴ ァ ン に よ る 神 の 愛 ， 隣人愛 そ して 代議民主制 （Representative　democ−

racy ）等の 提 唱は
， 宗教改 革者が今 日の 民 主主義 とその 制度 の 発 展 に 大 き く貢

献 した 好事例で あ る 。

V． 古代東北 ア ジア 圏の興亡

　統
一

民族 国家 （Unified　Nation　State）の 成立 とい う次元 か ら東 ア ジ ア 大 陸の

歴史を見る とき， そ こ に は すで に漢王朝 （Han 　Dynasty
，
206　B．C．−A ．D．220）が

存在 して い た こ とが 知 れ る 。

　しか し ， 前述 の ロ ー マ 帝国 （Roman 　Empire
，
27　B．C．−A ．D ，220）に次 ぐよ う
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な帝 国 を 東北 ア ジ ア 圏 に お い て 挙 げ よ う と す る な ら ば
， 唐王 朝 （Tang

Dynasty
，
　A．D ．618−906） とい うこ とに なろ う。

　東北ア ジア 圏 に お い て は
，

こ の 唐 が設立 され た後 ， す なわ ち7世紀
一8世紀 に

な っ て 初め て
， 儒教哲学 と仏教 とい う宗教 を通 した 同質文化 圏 （文化に お け る

同質性 共有圏）が 形成 され る よ うに な っ た 。

　唐の 時代 ， 韓半島 （朝鮮半島）で は新羅が ， 日本で は大和が ， 唐の 行政制度

（Administrative　System）や哲学 ， 文藝 に お ける伝統 （Literacy　tradition）等 を

伝授 された こ とが あ っ た （Barnes 　1993
，
246）。

　 しか し， その 時代の 三力 国の 関係 をみ れ ば ， 唐の 哲学や統治構造等を他 の ニ

カ 国が ひ た す ら引 き写す の み で ， 決 して そ れ を熟成 させ る とい う よ うな もの で

は なか っ た 。 か とい っ て
，

こ れ らの 三 力 国 は 自ら の 制度 と伝統 をその ま まの 形

で 継続 的 に 維持 させ た わ けで もなか っ た 。 そ して 歴 史上 ，
こ とさ らに

一
般 的価

値観か ら政治 ・経 済に至 る まで相互 交流 を持ちつ つ も， 大 きな枠 内で 維持 して

きた東北 ア ジ ア 圏の
一一体性 （North　East　in　Regional　Identity）は唐 の 滅 亡に よ

っ て 消滅 して しま っ た 。

　中国 は
， それ 自体唐 とは 異 なる外国 勢力の 支配 を受ける こ とに な っ た 。 唐は

モ ン ゴ ル 王 朝の フ ビ ラ イ ・ハ ン （Khubilai　Khan ）が 建 国 した 元 に征 服 され
，

約 1世紀 （1271 −1368 ）近 くに わた る統治を受けた 。 しか し ， 中国北 方か ら侵

入 して 来た外勢 として の 元 の 勢力は ， 彼 らの 法 と制度 を中 国 に強要す る こ とは

な か っ た 。 む しろ
， 彼 ら元 の 統治者た ちの 方が 中 国化す る よ うな仕方で 中国 を

統 治 したの で あ っ た 。

　13世 紀に 統
一

新羅 （Unified　Shilla）を征服 した 高麗 （Koryo ， 918−1392 ）は
，

韓半島 （朝鮮半 島）で モ ン ゴ ル の 侵略 を体験 した こ とが あ り， 時 に は熾 烈 な戦

闘 を経験 す る こ と もあ っ た 。

　ア ジ ア 大陸の 諸民族 とは異な っ て
， 日本民族 は 1274 年お よび 1284年の 二 回

に わ た るモ ン ゴ ル の 侵略 を回避す る こ とに成功 した 。 そ の 理 由は
， 日本 に 侵略

して 来 た モ ン ゴ ル 軍 の 軍 艦が ， 神風 として 知 られ る 予想外の 台風 に よ っ て
， 海

上 に て 大破 させ られ た た め で あ っ た 。 そ の 代わ り， 中 世の 日本は
， 封建領主 と
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その 家 臣た ちの 間に起 こ っ た 戦 争 に よ り， 破滅 的状 況 に置か れ た の で あ っ た 。

こ の よ うに して ， 東北 ア ジア の 三 力 国は
， 人 り乱 れ た 封 建社 会 へ と さ しか か る

こ と とな っ た 。 そ して 日本 の 場 合
，
260余年 間継続 した 江戸 幕 府 はや がて 滅亡

し， 約700余年間にわた る武家政 治の 歴史 も遂 に幕を下 ろ す こ と とな っ た 。

Vl． 明治維新 と近代国家の 登 場

　江戸幕府が崩壊 し ， 天皇 を頂点 とす る新政府が誕生 した こ とは
， 封建制度 を

明確な仕方で 解体 し ， 新 しい 統
一

国家を建設す る ため の 再改革の 出発点 で あ っ

た 。 こ の よ うな一連 の 大改 革の 過程は 明治維新 と呼ば れ た 。

　1） 近代産業の発 展 ：

　明治維新期 の 政府 は富 国強兵 を達 成す る た め
， 産業の 徹 底 した保護奨励 政策

を実施 し， 殖産興業政策を推進 した 。 政府 は先ず軍事工 業 に 力 を注 ぎ ， 旧幕府

の 施設 を接収 し ， 規模を拡大 して
， それ らを官営工 場 と して 経営 した 。

　横須 賀 ・長崎の 造船所 ， 東京 ・大阪の 砲兵 工 廠等 で は 兵 器 が生 産 され た 。

また ， 旧幕府が 管理 した金 ・銀鉱 山や 石炭鉱 山等 も官営 化 され ， 新技術 を導入

して 増 産 が計 られ た 。 187  年 に 設置 され た 工 部省 は
，

1872 年 に 東京 一横 浜 間 ，

それ に 引 き続 い て 大 阪
一

神戸 間 ， 大 阪 一京都 間 に 鉄 道を 開設 した 。
こ うして ，

新 た に開かれた港 と大都市 とが鉄道 に よ っ て 結 ばれ た の で あ っ た 。

　海運業は 政府の 積極的な保護下 で 発 達 した 。 三 菱汽船会社 や 三 井等に は 政府

か ら特権 が 与え られ
，

こ れ ら独 占的 に利潤 を追 求す る 民 間企 業家 た ちは政商 と

も呼ば れ た 。

　また
， 政府は 近代産業の 発展 をは か る ため に ， 貨幣制度の 改革 と金融制 度の

整備 を も推 進 した 。 1869 年 ， 大 阪 に は 造 幣局が 設置 され
，

1871 年 に は新 貨 条

例が制定 された （ヨ ン ミ ン ス
，
編著 ．1988．210−211）。

　参考 と して
，

1860 年 に 世 界第三 位の 工 業 国 で あ っ た 米国 は
，
1890年以後 ，

世 界第
一

位 の 工 業国 と な っ た 。 米国 は
，

1920 年 に は 鉄 道 布 設 の マ イ ル 数

（Mileage）で ， 全 ヨ
ー ロ ッ パ の それ を凌駕 した 。

こ れ は ， 全世界の 三 分の
一・を
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超過 す る25万4千 マ イル に 達 す る とい うこ とで あ る 。 当時 ， 世界の 富を象徴す

る基準 は
， その 国の 鉄道布設 マ イル 数で ある とい わ れ たが

， 米国は す で に 世 界

で 最も富強なる国家 と して 登場 して い たわけで あ る 。

　2） 文明 開化 ：

　明治政府 の 近代化政策 が 展開 され る に従 っ て ， 文化 と国民 生活の 全般に わ た

っ て 西洋 の 近代思想 や 文明 的な生 活様式が 流 入 して 来 る よ う に な っ た 。 当時 ，

こ の よ うな風 潮 は 文明開化と呼ばれ た 。

　専 門教 育の 場 と して は
，
1877年 に 東京大学が設立 され

， それ に 伴 い 多 くの

外 国 人教授 た ちが 招 聘 され た 。 そ して ， 各分野 に お ける 学術 の発 展が 計 られ た 。

それ に先 立 つ 1868 年に は
， 福沢諭吉の 慶応義塾が 創設 され

，
1875年に は 新 島

襄 の 同志社 が ，
1882 年に は大隈重信 に よ っ て 現早稲 田 大学 の 前身 ， 東京専 門

学校等 が 創設 され た 。 こ う した特色 あ る学風 を持つ 私学が順 次設立 され た とい

う事実に 対 して
， 筆者 の 関心 は特 に 引か れ る 。

　3） 明治政府 の 宗教政策 とキ リス ト教の受難 ：

　明治政府は その 成立 当初 ， 神道を 国教視 した 。 そ の 後 ， 仏教 に 対 して は 神仏

分離令が 下 され ， 寺院や仏 像等の 破壊が激烈 な仕方で 行 なわ れ た 。 しか し ， 仏

教は こ れ を克服 し ， 国民信仰 の 中心 に お い て 存続 した 。

　キ リ ス ト教 に対 して は政府 の 禁教方針 に変化が なか っ た
。

そ こ で
，

例 えば長

崎 の 浦上 で は 約3400名の キ リス ト者が摘発 を受け ， 改 宗を強 く迫 られ る とい

うこ とがあ っ た 。 その た め
， 多 くの 殉教者が 出た 。

　 こ れ に よ っ て 明治政 府 は諸 外国か らの 抗議 を受けた 。 そ こ で
，
1873年 に は

キ リス ト教 禁止 の 掲示 は撤去 され
，

キ リス ト教は黙認 され る よ うに な っ た
。 そ

れ 以後 ， 新 旧各派 の 宣教 師 た ちが 来 日 し，布教 活動 を始 め と した教育 ， 医療活

動等 を行な っ た 。 その 結果 ， 都市部 を中心に して キ リス ト者が 増加 した 。

109

N 工工
一Eleotromc 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

　4） 資本主義の 発 展 と大陸政策 の展 開 ：

　明治政府 は近代 的国家の 体系を 整備 しつ つ
， 対外進出の 鉾先を韓国 （当時の

朝鮮） に 向け始 め た 。 壬 午事変 ・甲 申事変 か ら 日清戦争 に 至 る 過程 は
， 韓国 を

取り囲 む 日本 と清 との 主導権争い と見 なせ る 。

　 こ の よ うな国際関係 の 中で
， 特 に 韓国 に 対す る 支 配権 を確立 しよ うと した 日

本 は
， 資本 主義の ために 海外市場 を求め よ うとす る 行動 と噛み 合 わ さ っ て 日露

戦争を起 こ し， そ の 結果 ， 韓国の 植民 地化 と満州進 出へ の 橋 頭堡 を確保 した 。

　 日露戦争 を契機 と して 日本の 資本 主義 は い っ そ う発展 した 。 貿易 も韓国 ・満

州市場 を中心 に して 発達 し ， 特 に繊維工 業の 規模が 拡大 した 。 海外投資も強 く

行 な わ れ
，

1906 年に は 半官半民 の 南満 州鉄 道株式 会社 が 設 立 され ，
こ れ を中

心 と して 満州経営が積 極的 に推進 され た 。

　 こ うして 資本の 蓄積 も進ん だた め ， 銀行の 産業界 に対 す る 役割 は 大 きい もの

とな っ た とい える 。 こ れ と共 に ， 産業資本 に よ る独 占的傾 向 も現 れ
，

三 井 ・三

菱等の 資本家が 財閥 と して 成 長す る 基盤が 構築 され た 。

　20世 紀 に至 っ て ， 世界の 諸列強国 に よる帝国主 義的な対立 は 次第 に激化 し，

第
一一

次 世 界大戦 が 勃発 した 。 日本 もこ れ に参戦 した が ， 大規模の 戦 闘は 経験 し

なか っ た 。 しか し ，
こ の 世 界大 戦 は 日本 の 政 治 ・経済 ・文化 に わ た る 諸分野 に

対 して 莫大 な影響を与えた。

　日中戦争 か らア ジア 大平 洋戦争 へ ：1933年 8月 ， 満州事変は終結 したが ， そ

の 後 も軍 部 は 華北 へ と侵 略す る 機会 を伺 い
，

1936年 に広 田 内閣は 華北 五 省 を

日本の 勢力下 に置 く方針 を立て た 。 1937年 7月 ， 日本 軍 は北京郊外 で 中国軍 か

らの 発 砲 を受 け た と して 軍事行動を開始 し （盧溝橋事件）， 両 国は 全 面的な戦

争 に突 入 した 。 日本軍は1937年12月 ， 首都 南京を占領 した 。

　当時 ， 日本 軍 は 二 ヶ 月 に わ た っ て 多 くの 中 国人捕虜お よ び民 間 人 を無差別 ，

無 目的 に殺 害 した と言 わ れ る 。 筆者が 2002年11月 に南京 を訪問 した と きの こ

とで あるが ， 南 京駐 在の 行政院幹部の 案内で 観光 す る 中で
，

い わ ゆ る 「南京大

虐殺」の 現場 を 目に し ， 戦争の 残虐 さを実感 した こ とが あ っ た 。 当時の 案 内人
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の 言葉 に よれ ば
， 虐殺 され た犠牲者 の 総 数は35万 人ほ どだ と言わ れ た 。 しか し ，

最近 に な っ て 入 手 した文献 『NanKing
，
1937

，
　Memory 　and 　Healing

，
　Fei　Fei　Li＆

Robert　Sabella
，
2002』に よれ ば

， 当時の 犠牲者は 民 間人 230．000名で
， 軍 人の

犠牲者 は200
，
000名 と記 され て い る 。

　土 中 ， 部分的 に 埋 ま っ て い る遺骨や骸骨が ，
ガ ラ ス の 壁 の 向こ う側か らわ れ

わ れ
一
行の 視線 を引 き付け る よ うで あ っ た 。 胸に強 き痛み を感 じた 。 ガ ラ ス の

壁 の 問 を通 り抜 け ， 出口右側 の 片隅 を見 る と
，

そ こ には 色彩 の 異 なる 多 くの リ

ボ ン が掛か っ て い た 。 近付い て 見た とこ ろ ， 日本か ら観光 に 来た ある 女高生 た

ちが ， 残酷 な仕方で 死 ん だ中 国国民 と南京市民 た ち の 霊 を慰め る ため に 置い た

もの で あ っ た 。 女高生 た ちが書 き置い た文章 を読ん だ と き
， 私は 胸に込 み 上げ

る もの を感 じた
。

　南京大 虐殺 （NanKing　Massacre）の 現場 の 大 きな壁 に は 「前事 を忘 れず ， 後

事の 師 とせ ん （前事不忘后事之 師）」 と大 き く書か れ て あ っ た 。 そ うだ
， 人類

の 歴史に この よ うな不幸な戦争 と二 度 と起こ して は な ら ない の で あ る
。

　5） 大平洋戦争 と失敗 に 終 っ た大 東亜 共栄 圏 ：

　1930年代 ， 日本が ア ジ ア 大陸 を席巻する や い なや ， 米国が こ れ に ブ レ ー キ

をか け た 。 1941年10月， 米国 は 中国か らの 日本軍 の 撤兵 と三 国同盟 の 実 質的

無効化 を要求 した 。 こ れ に対 し日本の 閣内意見は 分裂 し ， 近 衛内 閣は 退 陣 し

た 。 そ して ， 陸軍大将東条英機が新内閣 を組織 した 。 日本の 開戦決議 を探知 し

た 米国 は
， 満州事変 以前の 状 態に 戻 る よ う最後通牒 を突 き付け た 。 こ れ を受 け

て
， 日本 は12月 1 日の 御前 会議 に て 開戦 を決議 した 。

　12月 8 日 ， 日本軍 は マ レ ー
半島に 上 陸 し ，

ハ ワ イの 真珠湾 を奇襲 攻撃 した

後 ， 米英 に対 して宣 戦 を布告 した 。 日本軍 は 翌 年の 夏 まで
，

マ レー半島 ，
ミャ

ン マ ー
， オラ ン ダ

， イ ン ドネシ ア 諸 島，
フ ィ リ ピ ン諸 島等 を占領 し ，

さ らに ニ

ュ
ー ギ ニ ア

， イ ン ド方面 まで 侵攻 して軍政 を実施 した
。 日本は こ の 戦争の 目標

が 欧 米 列強 の 支 配 か らア ジ ア を独立 解放 させ て ， 大東亜 共栄 圏 を建 設 す る こ と

にある と宣伝 した 。
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　米 国は 1945年 8 月 6 日 ， 広 島に原 子爆弾 を投下 し ， 9 日 に は 長崎 に こ れ を投

下 した 。 両都市 は
一

瞬 に して 破壊 され
， 広島で は20万名余 りが

， 長 崎で は 14

万名余 りが その 犠牲 とな っ た。 政府は 8 月14日 ， 天 皇 の 裁可 を受けて ，
つ い

に ポ ツ ダ ム 宣 言 を受諾す る こ とに した 。 そ の 翌 日， 天 皇は ラ ジ オ を通 し， 全国

に 向か っ て 降伏宣 言 を した
。

　 こ う して 1941年12月， 対米開戦後 3年9ヵ月ぶ りに 太平洋戦争は 敗戦を もっ て

終結 を迎 え
， 「大 東亜 共栄 圏」案 も無為に 終わ る こ ととな っ た 。

　6） 戦後 改革 と民主化 ：

　敗 戦後 ， 米 国 を中心 と した連 合軍 は 日本 に 進駐 しつ つ
， 軍 国主義 の 解体 な ら

び に 民 主 主 義を 目標 と した 占領政策を推進 した 。

一
連に わ た る民主化の た め の

指令 儂 地改革 ・財 閥解体 ・教育改革）が それ で ある 。 また 平和主義 ・主権在

民 ・基本 的人権 の 尊重 を原則 とす る 日本国憲法 も制定 され た 。

　軍政 下で 制定 され た 日本国憲法は
， 1946年 1月 3 日に公布 され

，
1947年 5月

3日に施行され た。 その 内容は
， すで に言及 した よ うに

， 基本的人権 の 尊重 ・

国民 主権 ・恒 久平 和 主義の 三 大 原則 を明示 す る もの で あ る 。 そ して 地 方 自治 ，

象徴的天皇 制の 規定 ， また 自由権の み な らず社会権 （生 存権）まで を も認定す

る点等 を見 る と き，
こ こ に は天皇 主権 を標榜 した 明治憲法 とは 根本的な違 い の

あ る こ とが 知 られ る 。

　教 育改革 ：　
一
般 に ， 戦前の 日本人が 天 皇制お よ び軍 国主義 を支 え

，
ア ジア

の 民衆 を軽視 して きた とい わ れ る 事柄 の 背景 に は
， 小 学生 の 時か らそ うすべ く

受 け て い た 教育 に そ の 理 由が あ っ た
。 そ こ で

， 占領軍 は 1945 年10 月， 軍 国主

義的傾向の 強い 教 員 たちを追放せ よ との 指示 を発 表 し ， 教育過程 に お ける 神道

の 授 業 を排 除 した 。 また 修身 ， 日本史， 地 理 の 教育中 IE等の 措置 を した 。

　同様に
， 文部 省は 1946年11 月， 戦前の 教育基本方針で あ っ た教育勅語 を廃

止 し
， 自由主義 的理 念か ら教育 改革 を推進 した 。 1947年 に 制定 され た 教育基

本 法が それ を法 的 に 表現 した もの で あ り， 教育の 機会均等， 男女共学 とい う原
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則 ， 教育にお ける宗教 的 ・政治的 中立性 等が 規定 され た
。

　男女平等 ：　 占領軍の 掲 げた五 大改革の うち
，

そ の 第
一

項 は女性 の 解放 で あ

っ た 。
こ れ に 伴い

， 1945年12月 に は 選挙法が改正 され ， 初 め て 女性 の 選 挙権

な ら び に 被選 挙権が 認 定 さ れ た 。 女 性 が 国 政 投 票 に 初 め て 参加 した の は ，

1946年 4月 に実施 され た衆参両議院の 選挙で あ っ たが
，

まさに こ の 時 ，39名の

女性 議員が 衆議院議員 とし て 誕 生 した の で あ っ た 。
1947 年 に は 民 法の 親族

編 ・相 続編等が 改正 され
， 夫婦の 男女平等 （同権 ）が 制定 され た の で あ っ た 。

　労働 改革 ：　戦前の 日本で は
， 資本家団体の 反対 に よ っ て 労働組合法の 制定

は 果た され なか っ た 。 しか し ， 1945年12月 に は労 働組合法が 公布 され
， 団結

権お よび 団体交渉権が 認定 され た 。

　農地 改革 ：　農地改 革 とは
， 小作人 の 貧困 を解消 する た め に 政府が 地主か ら

農地 を有償 の もとに 没収 し
，

そ の 農地 を実際 に耕作 して きた小 作人 に 対 して 有

償 で 分配す る とい う政策で あ る 。
こ の 改革 に よ っ て

， 小作人 は 生産 され た 農産

物の 約50％ を地主 に奪 わ れ る 状態 か ら脱皮 し ， 全 て の 農産物は小作人 自らが処

分で きる位置に立 つ よ うに な っ た 。

　 こ うした 内容 を持つ 農地改革は ， 韓国で も1948− 1949 年に施行 され た 。 とこ

ろ が ， 6 ・25戦争 （朝鮮戦争）が 始 ま っ て ， 北韓 （北朝鮮 側）の 共産主義勢力

が南韓 （韓国側）を侵 略 した時 に は ， 貧 しい 農夫 に土 地 を所 有 させ よ うとす る

宣伝 な ど
， 農民全体に 受け入 れ らる こ と もなか っ た 。

　財閥解体 ：　 少数 の 財閥が 国家の 富を独占し ， 軍需産業の 中心 を 占有 した こ

と
， また 企業 間の 競争が 制限 され た こ とを戦争の 原 因と考 えたGHQ （General

Head　Quarters）は ， 米 国の 反独 占法 （Anti−Trust　Law ）の 伝統 を もっ て 強 い 姿

勢 で 財閥解体 を実施する よ う 日本政 府 に 指示 した と
， 佐 々 木 淳之介 とそ の 共著

者た ち は 「日本 の 歴 史』の 中 で 指摘 して い る （佐 々 木 潤之 介 ， 他 2000 ．　268−
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271）。

　以 上 ， 米国の 軍政 当局 の 指導に よ っ て 推進 され た この
一

連 の 改 革は
， 短期的

に 見れ ば非常 な る苦 痛 を伴 うもの で は あ っ たが ， 戦後 日本 の 民 主主義 と健 全 な

経済成長 の た め に は
， 最善の 基 礎 とな っ た と見 られ る 。

　戦後の 宗教 政 策 とキ リス ト教 ：　連 合 国軍最 高司令 官総 指令部 （GHQ ）は
，

宗教 の 民 主 化 の ため の 指令 を出 した 。 まず 神道 と国家が 分離 され ， 国家神道は

廃止 され
， 神社 は 国家 の 保護外に 置 か れ る よ うに な っ た 。 こ うして ， 神道は他

の 宗教 団体 と地位 が 同等 とな っ た （ヨ ン ミ ン ス
，
編 著．1988．213−214）。

　天皇 も1946年 1月 ， 天皇 の 神格を否定す る調書 を公布 し
，

い わ ゆ る 「人間宣

言」 を行な っ た 。 こ う して キ リス ト教 は ， 政 府か らそ の 制度上 に お い て も迫 害

を受 ける こ とは な くな っ た
。 また

，
キ リス ト教 の 公的伝道活動 も自由とな っ た

わ けで あ る 。

　とこ ろで
， 戦後 の 日本 は ， GHQ の 下で

， 国 の 政治 ・
経済 ・社会 ・教育そ し

て 文化 とい う全 て の 面で 米 国の 影響 を受 け ， 現代化 を推進 した の で あ る が
，

キ

リス ト教だ けは それ ほ ど大 きな変化 も成長 もしえな か っ た 。 そ の 理由は どこ に

ある の だろ うか 。

Vll． 巨大国家 ， 中国 の 登場

　現代 の 中国を理解す る た め の 接近方法は 多様で あ る 。 しか し， まず は 現代中

国が 登場す る まで の 歴 史的背景 とその 指導者 ， そ して 彼 らの 理 念 を理解す る こ

とが 重要で ある 。

　日本が 大平洋 戦争 に お い て 敗北 し ， 彼 ら 占領軍が 退い た後 ， 中 国に は 力の 空

白が 生 じた と見 る こ とが で きる
。

こ の 力の 空白を埋 め て 中国の 統 治権 を掌握す

る た め に
， 蒋介石主導の 国民党勢力 と毛沢東指揮下 の 共産党 との 闘争が 十数年

の 間 ， 熾烈 な仕方 で 続 い た 。

　1959年に 蒋介石 と国民党が 中国本土 を放棄 して 台湾 へ 移 動 した後 ， 毛沢東
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と共産党は 全 国土 に わ た る 現代 中国を社会主 義理 念 に基 づ い て 建設す る ため に

邁進 した 。 そ の 国家建設の 方法は
，

ソ 連式 の発 展モ デ ル に基づ くもの で あ っ た 。

　社 会主義建設 の 過程 は 階級 闘争 を基本 的前提 とす る もの で あ り，
い わ ゆ る大

躍進運動 ・文化大革命等 ， 闘争的性格 を持つ 労農連盟 が 群集運動方式の 社会主

義 を基礎 と して
， 自らを独裁国家 として認識す る よ うに な っ て い た 。

　とこ ろ で
， 中国は 国家の 建設過程 に お い て ， 新 しい 政策を取る よ うに な っ た 。

つ ま り ， 中 国は 改 革解 放 政 策 を通 した現代 化建 設 を国政 の 目標 と して 設 定 し
，

中国式 の 社会主義建設 を推進する よ うにな っ た とい うこ とで あ る 。 こ れ は貧 困

社会主義 と して 代表 され る伝統 的な社会主義か ら ， 富裕社会主義へ とそ の 認識

観を転換す る もの で あ る （イ ビ ョ ン シ ク
，
ウ ェ ン リ ャ ン ジ ュ ．2001．7）。

　 こ の よ うな中国の 本質に 対す る新 しい 認識 は
， 現代 中 国社会 の 政治 ・経済 的

領域 におけ る 基本 的制度 を変化 させ
，

その 他社 会の 全領域 に お ける運用 体制 を

根本的に変化 させ た 。

　今や 現代 中国は
，

こ れ 以 上 われ わ れ の 特定観念 の 下 に 存在する社 会主義 国家

と して の 中国で は な V   中 国社 会の 制度上 ・体制上 の 変化は
， 過去二 十年余 り

にわ た る 改革解放 な らび に 現代化建設 の 過程 に お い て す で に 十分現れ 出 た と言

え よ うし ， 現在 もそれ は 躍動的に 進行 しつ つ ある
。

　20世紀 ， 中国 に 起 こ っ た大 きな変革の 中心 に は
，

三 人 の歴 史的な人物がい た 。

そ れ で こ そ ， その 大変革 は可 能で あ っ たの で あ る 。 その 第
一

の 人 物は 革命の 先

駆者 ， 孫 中口」 （孫 文），
二 番 目の 人物 は 中 国共産党の 指導者 で あ っ た 毛沢 東 ，

三番 目の 人物 は今 日の 中国 をあ ら しめ た郡小平で あ る 。

　特 に
， 中国共 産 党 と国家 の 新 しい 指導理念 を創立 した 歴 史的人物 とい え ば

，

正 に こ の登IS小平 で あ る。 民族の 進 み 行 くべ き未来 を望 み 見た こ れ らの 指導者た

ちが 存在 したが 故 に ， 今 日の 中 国 の よ うな強大 な近代国家を創設す る こ とが 可

能で あ っ た の で あ る 。

　 こ うして
， 中国は東北 ア ジ ア の 巨大な国家 （Great　EmPlre） と して 認 め られ

る よ うに な っ た 。 そ れ に 対 し て ， 日本 は 地 球 上 で 最 も偉大 な 商業帝国 （The

Greatest　Coinmereial　Empire） と して 登場す る よ うに な っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 115

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

Vlll． 結論 ：東北 ア ジア圏 （North　East　Asian　Region）時代の到来

　東北 ア ジ ア に は
， 先 に言 及 した よ うな巨大 に して 偉大な る経済大 国だ け しか

な い わ けで は ない 。 中国が 巨大な現代国家 と して 登場す る以前 ， すで に そ れ に

先立 っ て 成長 して い た四匹 の小 さな虎がい た とい うこ とで ある 。 それ らは 中国

が 解放 お よ び市場経済を本格的 に実施する以前 に ， すで に ア ジ ア 圏で 先 に 第二

次 産業 を発 達 させ
，

世 界貿易市 場で 猛威 をふ る っ て い た の で あ る 。 それ らの

国 々 とは
， まさ に韓国 ， 台湾 ， 香港の こ とで あり， そ して た と え地理 的に は遠

くに 位置す る と して も
， 東南 ア ジ ア の シ ン ガ ポ

ー
ル （Singapore）が ア ジ ア に

お ける もう一
匹 の 虎 と して 浮 か び上 が っ た の で あ っ た

。

　こ の 四匹の 虎は
，

どの よ うな 国 々 で あろ うか 。 それ ら は 地政学的に は ア ジア

大陸の 端 ， す なわ ち中国 周辺 に位 置す る 国々 で あ る 。 そ して
，

こ れ らの 国々 は

共 通 して 漢字文化 圏に属す る の で あ り， 先 に述 べ た 中国や 日本 も同様 に漢字文

化圏に 属す る
。

　歴 史的 に 見れ ば 中 ・日 ・韓国 ， そ して 台湾 と香港 ， さ らに 最 も南方 に位置す

る シ ン ガ ポー ル の 全 て が ，
い わゆ る漢字文化 圏に属す る 国々 で あ り， 前述 の よ

うに唐の 時代 に は 全 て 東北 ア ジア 圏 を形成 した 国々 で あ っ た 。

　こ の よ うに 今 日の 東北 ア ジア 圏 も経 済的 に 早 い 発 展 を成 し遂 げ
，

政 治 ・社

会 ・文化 に つ い て も現代的国家の 建 設 に関 して 他 の どの 地域 に勝 る とも劣 らず

大 きな変化 と迅速 な発展を達成 した 。 こ れ らを踏 まえて ， 東北 ア ジア 圏は21世

紀 の 中心地 となる とい うの で あ る 。

東北ア ジア 圏が世界 の 中心地 とな る た めの い くつ か の 条件

1）　東北 ア ジ ア 圏の 平和維持 と経 済文化の 交流 の ため の 六 力 国 に よ る協議体

　の 構成 。 こ こ で の 六 力国 と は
， 南 ・北韓 （韓国 と北朝鮮） を始め とす る
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米 ・露 ・
日

・中 な どを指す 。

2）　六 つ の 会員国家 間の 具体性 を相互 に 尊重 し ， 同時に 世界の 普遍 的理 念で

　あ る民 主主義 を正 し く理解す る こ とで あ る 。 とすれ ば ， 民主主義 と は何 か 。

　そ れ は い ろ い ろ な仕方で 表現す る こ とが で きよ うが
， 最 も簡単か つ 明確 な

　表現 をす る な ら
， 民 主 主義 とは 「被治者の 同意 に よ る統治 （Government

　by　the　consent 　of　the　governed）」 と言うこ とがで きよ う。

3）　そ の よ うな民 主主義が 可 能と なる た め に は ， 当事国 ・当事社会に 「生 命

　力 あ る宗教 」が 必 要 とされ る 。 こ こ に キ リス ト者の 預言者的な役割が要請

　 され る こ とに なる
。

4） 21世紀は
，

政府 （Government ）よ りも国政管理 （Governance）へ と向

　か う転換が な され なけれ ば な ら ない
。

こ こ に指摘 され る ガ バ ナ ン ス （国政

　管理 ）遂行の 為 に は
， 従前の 公権力を持 っ た政府の み な らず企業家 ，

金融

　家 ，
そ して 市民団体等 が ， その 国の 抱えて い る 重要 な問題 を分野別 に相互

　に協議 し
，

コ ン セ ン サ ス を見い 出 して 政策決定 を して い か な けれ ば な らな

　い
。 国家機関 （行政 機関 ・立方機関）に お い て

，
ひ とた び あ る 決定が な さ

　れ た な ら ， そ の 執行 に つ い て も政 府 に よる単独執行で は な く，
ガバ ナ ン ス

　に参与する 各機関 を通 して 施行 され る こ とが 望 ま しい
。

5）　国政 管 理 に は 持続 可能 な発展 （sustainable 　development ）の た め の 意図

　的努力が 必要で あ る 。
こ こ で 述べ る持続可能 な発 展 とは

， 現今 まで 理解 さ

　れ て きた環境保護 とい う次元 の み な らず ， 人 間と環境 ， 人間 と人間 ， そ し

　て 社 会全 体 とい う次元 か らも ，
ま た貧富の 格差 を縮 め る方向を 目指す政

　治 ・行政 ・環境保護等 とい っ た総 体的な次元 か ら も理解 し ， また施行 しな

　けれ ば な らな い とい う意味で ある 。
こ れ が達成 さ れ た曉 に は

， 各国 とその

　圏域 に おい て
，

人間 と自然 ，
お よび 人間 と人間 との 間の 争い は取 り除 かれ

，
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皆が 共々 に平和で 豊 か な生 を生 きる こ とが で きる よ うに な る こ とで あ ろ う。

6） 21世紀 の キ リス ト教 と教 会 は
，

儒 教 や 仏 教 を競争相 手 と して で は な く，

　よ り良 き社会，
よ り良 き東北 ア ジ ア の ため に 善 きこ と をな し得る同伴者 と

　して認識 し ， 互 い に協力 して い か な けれ ば な らない 。

7）　21世 紀 を迎 え る に 際 して ， 韓 国 の あ る プ ロ テ ス タ ン ト教 団 （The

　Presbyterian　Church　of　Korea）は
， 将 来10年 間 ， 「生 命を生 か す運 動」 を

　宣教 の 重点事業 と して 決定 し
，

こ の 事業 に 集中的な努力を傾け ，
こ れ を展

　開す る こ とに した 。

　　東北 ア ジ ア の 二 大宗教 で あ る儒教 と仏教 は
， その 久 しい 歴 史 を通 じ

， 仏

教 の 場 合に は 地上 の 全生 命 を大切 に し
， 儒教 は 自然 を尊重す る とい う伝統

　を保持 して きた 。 した が っ て ， 東北 ア ジ ア の キ リス ト教 ・儒教 ・仏教 とい

　う三 大宗教が 自然 を保護 し ， 全生 命体 の 保存 に 対 して 積極的に協力で きな

　い 理 由 な ど無 い
。

8）　現在 ， 東北 ア ジ ア は 北核 （北朝鮮 の 核兵器） の 恐怖の た め
， 平和的生 が

　脅威 に さ ら され て い る 。 しか し
，

上述 の 東北 ア ジ ア の 三 大宗教が 「生命力」

　を発揮す る 宗教 と して の 役割 を果 た す と き， 圏域 的 な平和 と繁栄 を謳歌す

　る 日が遠 か らず来る こ と と信 じ られ る 。

見 よ
， わた しは新 しい 天 と新 しい 地 とを創造す る 。

さ きの 事は お ぼ え られ る こ とな く，

心 に思 い 起 こ す こ とは ない
。

　　　 　　　 　　　 　　　
一
　 イザヤ 65：17　 一

（ノ 　ジ ョ ン ヒ ョ ン ）

　（翻訳　大 山和至）
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